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一
、
四
及
び
六
に
つ
い
て

我
が
国
と
ロ
シ
ア
連
邦
は
、
従
来
か
ら
、
北
方
領
土
問
題
に
関
し
、
両
国
が
共
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
解
決
策
を
見
い
だ
す

た
め
の
努
力
を
行
う
こ
と
で
一
致
し
て
い
る
。
政
府
と
し
て
は
、
我
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る
北
方
四
島
の
帰
属
の
問
題
を

解
決
し
て
、
ロ
シ
ア
連
邦
と
の
間
で
平
和
条
約
を
締
結
す
る
考
え
で
あ
る
。
御
指
摘
の
麻
生
太
郎
外
務
大
臣
の
発
言
の
趣
旨

は
、
か
か
る
従
来
の
政
府
の
方
針
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。

二
及
び
三
に
つ
い
て

外
務
省
と
し
て
、
御
指
摘
の
質
問
に
つ
い
て
事
前
に
承
知
し
て
い
な
か
っ
た
。

五
に
つ
い
て

御
指
摘
の
島
の
面
積
は
約
七
十
四
万
平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
と
中
華
人
民
共
和
国
（
以
下
「
中
国
」
と
い
う
。
）
に
お
い

て
報
道
さ
れ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。

千
九
百
六
十
九
年
三
月
よ
り
同
年
八
月
ま
で
、
中
国
と
ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
（
以
下
「
ソ
連
邦
」
と
い
う
。
）

一



と
の
間
で
は
、
中
国
の
東
北
部
の
河
川
地
帯
に
お
い
て
、
武
力
衝
突
が
頻
発
し
た
と
承
知
し
て
い
る
。

外
務
省
に
お
い
て
調
査
し
た
範
囲
で
は
、
右
に
述
べ
た
武
力
衝
突
に
よ
る
死
者
数
に
つ
い
て
、
中
国
、
ソ
連
邦
及
び
こ
れ

を
承
継
し
た
ロ
シ
ア
連
邦
の
各
政
府
に
よ
る
発
表
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。

中
国
と
ソ
連
邦
及
び
こ
れ
を
承
継
し
た
ロ
シ
ア
連
邦
と
の
間
の
国
境
確
定
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
千
九
百
八
十
年
代
後
半

よ
り
、
河
川
の
主
要
水
路
を
国
境
と
し
、
島
の
帰
属
を
決
め
る
と
の
方
式
で
交
渉
が
再
開
さ
れ
た
と
承
知
し
て
い
る
。
そ
の

後
、
十
五
年
余
り
の
交
渉
を
経
て
、
二
千
四
年
十
月
の
プ
ー
チ
ン
・
ロ
シ
ア
連
邦
大
統
領
の
中
国
訪
問
の
際
に
、
中
国
と
ロ

シ
ア
連
邦
と
の
間
の
国
境
の
確
定
に
つ
き
合
意
に
至
っ
た
と
承
知
し
て
い
る
。

外
務
省
と
し
て
は
、
中
露
間
の
国
境
確
定
の
問
題
と
北
方
領
土
問
題
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
歴
史
的
経
緯
等
が
異
な
っ
て
お
り
、

両
者
を
単
純
に
比
較
す
る
こ
と
は
適
当
で
な
い
と
考
え
る
。

二


